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１ 運営の目的 
(1) 前橋市内に在住する不登校児童生徒の集団へ

の適応、情緒の安定、基礎学力の補充、基本

的生活習慣の改善等のための相談・指導を行

うことにより、社会的自立及び学校生活への

復帰を援助する。 
(2) 教育支援教室は、前橋市青少年支援センター

における教育相談事業の一環として教育相

談、学習指導、集団生活への適応指導を組織

的、計画的に行う。 

(3) 教育支援教室は、別に設置する「前橋市不登

校問題等対策委員会」を研究協力組織として

位置づけ、実践的研究の推進を図る。 

 
２ 令和６年度の職員の構成･分担 

職員 業務内容 
教育相談指導員 

３名 
渉外・教育相談・教科指導

生活指導・課外活動 
 
３ 入室対象及び受け入れ状況 
(1) 入室対象 

前橋市内の小中学校に在住し、学校に行きに

くくなったり、行きたくても行けずに困ったり

している児童生徒で、本人及び保護者が入室を

希望し、通室が適切であると認められた者。 
(2) 受け入れ状況（令和５年度） 

小学生７名  中学生１５名  合計２２名 
 
４ 開設状況 
(1) 開設日時 

学校の休業日を除く月曜日～金曜日 
９：１５～１４：４５（児童生徒の入室時間） 

(2) 開設期間（令和６年度） 

１学期 ４月 ８日～ ７月１９日 
２学期 ９月 ２日～１２月２４日 
３学期 １月 ７日～ ３月２６日 

 

 
(3) 日時程 

時間 主な活動内容 
9:00～ 9:15 

9:15～ 9:35 

9:35～12:00 

12:00～13:00 

13:00～14:35 

14:35～14:45 

14:50～15:00 

職員打ち合わせ 
学習準備・読書 
学習 
昼食・休憩 
学習・（レクリエーション） 
振り返り 
職員打合せ 

 
 
(4) 主な行事予定（令和６年度） 

 月 行事 

１

学

期 

４月 
 

６月 
７月 

 
随時 

 

１学期始業式 
環境整備 
天文教室 
進路説明会 
１学期終業式 
在籍校との情報交換 
保護者との面談 

２

学

期 

９月 
１０月 
１１月 
１２月 

 
随時 

２学期始業式 
屋外体験学習 
進路説明会 
職業体験学習 
２学期終業式 
在籍校との情報交換 
保護者との面談 

３

学

期 

１月 
 

２月 
３月 
随時 

３学期始業式 
環境教室 
屋内レクリエーション 
卒業式・修了式 
在籍校との情報交換 
保護者との面談 

 



５ 入室・退室の進め方 
(1) 入室の手続き 

①入室を希望する児童生徒の保護者は、在籍校の

校長に申し出る。 
②在籍校の校長は、依頼書及び調査書を添えて、

青少年支援センター所長に申し出る。 
③青少年支援センター所長は、申し出があったと

き、所内会議（所長・「にじの家」・担当指導

主事等）により入室を検討する。 
④青少年支援センター所長は、入室を認めたと

き、その旨を在籍校の校長に連絡する。 
⑤在籍校の校長は、入室が許可されたことを入室

希望の児童生徒保護者に連絡する。 
 
(2) 退室の手続き 

①退室を希望する児童生徒の保護者は、在籍校の

校長に申し出る。 
②在籍校の校長は、依頼書を添えて、青少年支援

センター所長に申し出る。 
③青少年支援センター所長は、退室を認める旨を

在籍校の校長に連絡する。 
④在籍校の校長は、退室が認められたことを退室

希望の児童生徒保護者に連絡する。 
 
○学校復帰の状態が、断続的または、相談室や

保健室登校で、不安定な場合も考えられるの

で、再登校が果たせてもしばらくは、「にじ

の家」または他の教育支援教室の再通室の窓

口を開いておく。 
 
 
６ 学校、家庭及び関係機関との連携 
(1) 学校との連携 

○毎月末に、出席状況及び生活状況を文書で報

告する。 
○学級担任、学年主任、管理職との情報交換等

により連携を密にする。 
○必要に応じて、校内テストの実施にも配慮す

る。 
○特に再登校の兆しが見えてきた場合は、学級

担任等と十分に連絡をとり、スムーズな再登

校に結びつける。 
○学校訪問を適宜行う。 
 

(2) 家庭との連携 

○保護者会・三者面談等を定期的に開き、家庭

との連携に努める。 
○随時、保護者面接・電話相談を行う。 
○毎月、通信等を発行する。 

 

 
(3) 関連機関との連携 

不登校の問題には、様々な要因が考えられる

ので、それぞれのケースについて、必要に応じ

て関係機関との連携を図り、情報交換を密にし

て問題の解決に努める。 
 

《主な関係機関》 
・教育支援教室 
「かがやき」「あすなろ」「かけはし」 

・中央児童相談所 
・群馬県総合教育センター 等 

 

 

７ 特色ある活動 
○常に、児童生徒の考えや悩みに気を配り、学

校との連携を必要とするときは、迅速に連絡

をとる。 
○保護者会を開催し、相互に支え合う関係づく

りの構築を図る。 
 
 
８ 訪問型支援 
○不登校傾向にある小学生とその保護者、教育

支援教室に入室したが、通室することを躊躇

している児童生徒に対して、指導員が家庭訪

問を行い支援する。 
 
 
９ 交流活動 
○市内４ヶ所の教育支援教室（にじの家、かが

やき、あすなろ、かけはし）合同で、天文教

室や進路説明会、屋外体験学習などを実施し

たり、保護者間の交流会を開催したりする。 
 


